
1、 ミラノの大聖堂(ドユオーモ)新11ιを解暎させた大会屯すぐ近くの名所、
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海
外
生
活
松
年

新
島
襄
は
円
世
紀
に
、
度
に
わ
た
っ
て
世

界
を
一
周
し
ま
し
た
海
外
生
活
は
、
都
貪

捻
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
密
出
国
し
た
第
1
次

渡
航
(
川
年
余
)
と
、
帰
国
川
年
後
の
第
2
次

渡
航
(
約
1
年
半
)
で
す
。

こ
の
う
ち
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
滞
在
は
、

前
後
9
作
余
に
も
及
ぴ
ま
す
。
だ
か
ら
、
暫
叩

の
足
跡
を
辿
る
ツ
ァ
ー
も
、
調
査
も
、
研
究
も
、

お
の
ず
と
ア
メ
リ
カ
に
集
中
し
ま
す
。

新
島
研
究
の
面
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ア
ジ

ア
と
並
ん
で
、
い
ま
だ
未
開
拓
地
で
す
。
新
島

ガ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
何
を
見
、
何
を
見
な
か
っ

た
か
、
こ
れ
は
'
術
す
る
価
値
が
あ
り
ま
す

新
島
が
訪
ね
た
国
は
、
結
構
多
い
の
で
す

英
、
独
、
仏
の
ほ
か
に
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
、
ロ

シ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、

ス
ィ
ス
に
及
ぴ
ま
す

゛
.
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ

私
の
関
心
も
、
ア
メ
リ
カ
偏
重
で
し
た
出

張
、
調
査
視
察
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
含
め
て
、

こ
れ
ま
で
の
海
外
旅
行
は
、
ほ
と
ん
ど
ニ
ユ
ー

Π
.
ー
ー
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長

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
し
た

そ
こ
で
咋
年
(
2
0

0
9
年
)
の
夏
思
い

切
っ
て
矛
先
を
転
じ
、

欧
州
に
「
挑
戦
」
し
ま

と
の
差
異
を
肌
で
感
じ
と
っ
て
お
り
ま
す
。

ド
イ
ツ

な
か
で
も
ド
イ
ツ
へ
の
評
価
は
、
相
当
で
す

新
島
に
と
っ
て
、
当
時
の
=
大
文
明
国
は
、
英

米
と
並
ん
で
ド
イ
ツ
で
す
。
い
ず
れ
も
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
国
で
す
。
お
り
か
ら
の
普
仏
戦
争
(
1

8
7
0
年
S
1
8
7
1
年
)
で
ド
イ
ツ
が
、
カ

ト
リ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
に
勝
利
し
た
こ
と
も
、

一
部
価
の
一
因
で
す

新
島
は
パ
リ
に
も
滞
在
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
間
の
日
記
の
記
述
は
、
完
全
に
空
白
で
す

フ
ラ
ン
ス
を
暴
枚
」
す
る
か
の
よ
う
な
、
そ

つ
け
な
い
扱
い
で
す
。

ド
イ
ツ
で
の
拠
点
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
す
。
岩

ふ

じ
ま
ろ

倉
使
節
団
の
文
部
理
事
官
田
中
不
二
麿
と
別

れ
た
あ
と
、
新
島
が
長
い
期
間
を
費
や
し
て
、

視
察
報
告
書
(
例
の
『
理
事
功
程
』
の
原
稿
の

一
部
)
を
書
き
上
げ
た
街
で
す
。
通
算
し
て
、

小
ノ
な
く
と
も
半
年
は
、
滞
在
し
て
お
り
ま
す

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
国

木
戸
孝
允
と
再
会

昨
年
、
私
は
関
空
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に

.
'
;
・
ノ

山
倉
使
節
団
の
一
昌

紀
行
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2、新島が療養した保蓬所(ヴィースパーデン) 1,央低眉の建物そのチ前の公園は、源泉広場」という
(D4Ziι智'4"ξ4紗ι必4bι W1おι4dι11,warbe「牙Verlag,2007)木戸孝允が泊ったホテルにも近い
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3、ビーフりヒ(ヴィースバーデン)今は「ライン下り」の乗船場
らコブレンツに出港したり、木戸を見送ったりした(絵はが劃

、
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ローレライにも近い新島はここか

4、カイザー・フリードリッヒ・テルメ(ヴィースバーデン)
ヴィースバーデンを代表する温泉浴場で、ローマ様式が売
り物 1913圷.の建設(施設のパンフレット写真)。 66
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脚
や

飛
ぴ
、
そ
こ
か
ら
ヴ
ィ

ス
バ
ー
デ
ン
喬
血
泉

地
)
と
ビ
ー
フ
り
ヒ

(
港
)
に
直
行
し
ま
し
た

新
島
は
前
者
で
、
長

期
療
養
い
た
し
ま
す
。

療
養
所
は
、
田
島
繁
氏

(
兀
中
学
校
教
諭
)
に

よ
り
最
近
、
特
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
ま
だ
疑
問

が
残
っ
て
い
ま
す

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、

ベ
ル
リ
ン
滞
在
と
合
わ

せ
る
と
、
 
1
年
近
く
に

な
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
全
体

を
通
し
て
、
新
島
が
一

番
長
期
滞
在
し
た
国

で
す
。新
島
は
こ
の
温
泉
地

で
、
使
節
団
副
使
の
木

P
孝
允
に
再
会
し
ま
す

木
戸
は
こ
の
時
、
独
留

学
さ
せ
て
い
た
青
木
周

蔵
や
品
川
弥
二
郎
(
い

ラ
イ
ン
川

ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
で
は
、
新
島
が
3
人
の

長
州
人
と
散
歩
し
た
ク
ア
公
園
や
、
彼
ら
を
見

送
っ
た
ラ
イ
ン
川
の
船
着
場
(
ビ
ー
フ
り
ヒ
)
、

さ
ら
に
は
木
戸
が
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
跡
な
ど
も

確
認
で
き
ま
し
た

H

.
、
ー

ず
れ
も
長
州
出
身
で
新
島
と
同
年
輩
。
後
に
大

臣
に
な
り
ま
す
)
を
同
行
し
て
い
ま
し
た
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5、ルセルン(スイス)の力ペル橘ヨーロツパ
最古の木製橋現任のものは1993年の再建
新島が泊まったホテルは、左岸の建物群(ホ
テル)の裏側に現存する(絵はが剖

■

回

k

回

6、サンゴタール峠(2108m、スイス・アルプス)
チューリッヒからミラノへ至る新島は
冊(アングーマット)から回(1峠)まで歩いた
回(アイロロ)を南下するとミラノである

独
仏
の
問
を
流
れ
る
ラ
イ
ン
川
は
、
か
つ
て

は
両
国
問
の
紛
争
要
因
で
し
た
。
ち
な
み
に
、

同
志
社
の
カ
レ
ッ
ジ
・
ソ
ン
グ
「
ワ
ン
・

パ
ー

パ
ス
」
の
原
曲
は
、
「
ラ
イ
ン
を
守
れ
」
と
い

う
ド
イ
ツ
の
国
民
歌
で
す
。
戦
中
に
ナ
チ
ス
が

愛
好
し
た
た
め
に
、
い
ま
で
は
ド
イ
ツ
国
内
で

は
「
禁
歌
」
扱
い
で
す
。

さ
ら
に
、
木
戸
で
す
が
、
彼
が
こ
の
時
、
携

帯
し
た
欧
州
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
(
ア
ッ
プ
ル
ト
ン

社
、
 
1
8
7
0
年
版
)
を
同
志
社
大
学
神
学
部

は
今
年
、
入
手
い
た
し
ま
し
た
。
木
戸
の
書
入

れ
が
一
部
入
っ
た
貰
重
書
で
す
。

ス
イ
ス

次
に
ス
ィ
ス
で
は
、
新
島
が
泊
っ
た
ホ
テ
ル

(
ル
セ
ル
ン
と
サ
ン
ゴ
タ
ー
ル
峠
)
に
宿
泊
し
、

彼
が
登
っ
た
り
ギ
山
を
も
散
策
し
ま
し
た
り

ギ
山
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
(
1
8
7
1
年
S
1

8
7
3
年
)
の
ア
プ
ト
式
登
山
電
車
が
走
っ
た

観
光
名
所
で
す
。
竣
工
式
に
は
、
お
り
し
も
劼

欧
中
の
岩
倉
使
節
団
の
正
使
岩
倉
具
視
が
招

待
さ
れ
ま
し
た
。

く
め
久
米
邦
武
が
書
い
た
視
察
団
報
告
晝
米

欧
回
覧
実
記
に
は
こ
う
あ
り
ま
す
。
「
新
二

架
成
セ
ル
山
路
仰
一
局
鉄
路
ア
リ
。
人
民
ミ
ナ
、

あ
わ
や
、
旅
路
の
露
に

一
方
、
ア
ル
プ
ス
の
峠
の
ホ
テ
ル
は
、
峠
近

く
で
呼
吸
困
難
の
危
篤
に
陥
り
、
い
っ
た
ん
は

死
を
覚
悟
し
た
新
島
が
、
英
文
で
遺
書
(
全
4

枚
)
を
認
め
た
所
で
す
持
参
し
た
ス
ケ
ッ
チ

使
節
卜
之
ヲ
一
洛
成
セ
ン
ヲ
望
厶
」
と
。
さ
す
が
、

観
光
立
国
ス
ィ
ス
国
民
の
も
て
な
し
方
は
、
ユ

ニ
ー
ク
で
す
。
な
か
な
か
の
「
や
り
手
」
で
す

ね
(
『
岩
倉
使
節
団
の
再
発
見
』
釘
頁
)
。

こ
れ
よ
り
Ⅱ
年
後
山
好
き
な
新
島
も
、
「
山

路
仰
高
鉄
路
」
で
頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。



フ、りギ山a797m、スイス)ヨーロッパ初a871年~1873年)の登山電車が竣工した際には、岩倉使節団
の正使、岩倉具視が招待された山好きな新島も1884年に電車で登山した
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8、サンゴタール峠のホテル新島時代のものが、今も健在で、夏だけ営業する
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9、新島の英文遺書a朋4年8月6日)サンゴ
タール峠でスケッチ帳に書いた遺書(全4
枚)ミラノの牧師に遺体の引き取りと葬
儀を依頼する(同志社蔵)。

プー '"■^、 ゛ 0

10、スパルガ(トリノ)でのスケッチトリノ郊外の山頂で新島が描いたもの。翌日に出向く予定の避暑地
(Torrepelice)を遠く望むスケッチ避暑地は左上のヴィソ山(Mt.ⅥSO)の麓である(同志社蔵)
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帳
に
認
め
た
逮
圭
白
で
は
、
ミ
ラ
ノ
の
牧
師

弓
器
〔
9
0
.
↓
E
a
0
)
に
遺
体
の
引
き
取
り
と

葬
儀
を
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
葬
儀
や
埋
葬
は
、
ミ
一
フ
ノ
の
教
会

や
墓
地
で
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
。
も
し
も
新
島
の
墓
が
、
イ
タ
リ
ア
な
ら

ぱ
、
そ
の
後
同
志
社
人
の
「
ミ
ラ
ノ
詣
で
」

が
常
時
、
見
ら
れ
た
は
ず
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
国
で
は
、
新

島
は
ス
ィ
ス
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
好
き
で
し

た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
、
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
宗
教
改
革
の
祖
国
で
あ
る
と
い
う
点
が
、

新
島
の
共
喝
を
呼
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
さ
ら

最
後
は
、
イ
タ
リ
ア
で
す
。
新
島
は
二
度
目

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
で
は
、
も
っ
と
も
長
期
問
、

こ
の
国
に
滞
在
し
ま
し
た
。
 
1
次
渡
欧
の
ド
イ

ツ
滞
在
に
相
当
し
ま
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

イ
タ
リ
ア
巡
行
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
新
島
は
イ
タ
リ
ア
半
島
を
南
か
ら
北

へ
縦
断
し
、
ほ
と
ん
ど
の
有
名
都
市
を
巡
り
歩

い
て
い
る
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。

今
回
は
、
時
間

の
関
係
で
、
調
査

は
北
イ
タ
リ
ア
、

す
な
わ
ち
ミ
一
フ
ノ

と
ピ
エ
モ
ン
テ

(
ト
リ
ノ
が
中
心

ル

で
す
)
に
限
定
し

ま
し
た
新
島
は

1
8
8
4
年
、
ト

リ
ノ
万
博
な
ど
を

見
学
し
た
の
ち
、

}

ひ
と
夏
を
ピ
エ
モ

《.

ノ
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スノ勺レガ山頂に立っ教会堂(トリノ)新島はこのべランダから下界を勾ノkした11、

゛,ー

'

12、ミラノ賛美教会新島が礼拝を守ったヴァルドー派の教会(同教=HP)
れるはずであったドユオーモのすぐ側にある

ーー^'、^ー

新島の葬儀はここで行なわ

70

ン
テ
の
ト
レ
・
ぺ
り
チ
エ
と
い
う
山

村
で
送
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
に
近
い
ア
ル
プ
ス
の
山

麓
で
す
こ
こ
を
訪
ね
る
日
本
人
観

光
客
は
、
さ
す
が
に
少
数
で
す
。
団

体
旅
行
で
も
、
旅
行
業
者
泣
か
せ
の

レ
ア
・
コ
ー
ス
で
す
。

終
の
棲
家
、
ミ
一
フ
ノ

ピ
エ
モ
ン
テ
と
と
も
に
、
ミ
一
フ
ノ

も
大
事
で
す
新
島
は
、
著
名
な
ド

ユ
オ
ー
モ
を
始
め
、
近
く
の
十
字
型

ア
ー
ケ
ー
ド
(
ヴ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ

ヌ
エ
ー
レ
2
世
ガ
レ
リ
ア
)
や
ダ
.

ヴ
ィ
ン
チ
の
召
取
後
の
晩
餐
」
(
サ

ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
レ
・
グ
ラ
ツ
ィ

工
教
会
蔵
)
も
、
し
っ
か
り
見
学
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
本
来
、
カ
ト
リ

ツ
ク
の
本
山
、
バ
チ
カ
ン
(
口
ー
マ
)

を
擁
す
る
イ
タ
リ
ア
は
、
新
島
が
敬

遠
し
て
も
お
か
し
く
な
い
国
で
す
。

け
れ
ど
も
、
ピ
エ
モ
ン
テ
の
小
村
で
、

実
に
、
ー
カ
月
以
上
も
避
暑
を
し
ま

す
み
か



13、トレ・ぺりチェのホテル(ピエモンテ)新島が泊った病
占ぴた看板には、往時のホテル判がかすかに,忍められる

、ー

14、岩の教会(トレ・ぺりチェ)迫筈を避けるためにイタリア
のプロテスタント(ヴフルド派)の信徒たちは、隠れて礼拝
を守った新島は、この遺跡をわざわざ見学した

し
たな
ぜ
か
そ
こ
だ
け
が
、
イ
タ
リ
ア
で
は
特

異
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
(
ヴ
ァ
ル
ド
ー
派
)
の

村
だ
か
ら
で
す
こ
の
夏
、
彼
は
宗
教
色
あ
ふ

れ
る
珠
丕
の
エ
ッ
セ
イ
を
い
く
つ
も
こ
こ
で
書

き
残
し
て
お
り
ま
す

さ
ら
に
、
新
島
の
葬
儀
が
行
な
わ
れ
る
は
ず

だ
っ
た
ミ
ラ
ノ
の
教
会
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は

な
く
て
、
れ
っ
き
と
し
た
ヴ
ァ
ル
ド
ー
派
教
会

だ
っ
た
こ
と
も
、
判
明
し
ま
し
た
。
し
か
も
イ

タ
リ
ア
唯
一
の
日
本
語
礼
拝
(
内
村
伸
之
牧
師
)

が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
。

と
な
れ
ぱ
、
墓
は
観
光
地
と
し
て
も
有
名
な

ミ
ラ
ノ
尋
名
墓
地
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

2
0
1
0
年
ツ
ア
ー

今
年
の
夏
、
同
じ
行
程
で
団
体
旅
行
を
し
ま

す
。
 
8
月
即
日
か
ら
W
日
間
、
ド
イ
ツ
、
ス
ィ

ス
、
イ
タ
リ
ア
3
か
国
を
巡
回
し
ま
す
な
る

べ
く
、
新
島
が
泊
っ
た
宿
舎
を
利
用
し
ま
す

本
来
、
こ
れ
は
同
志
社
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス

で
行
な
っ
た
「
同
志
社
講
座
」
の
課
外
授
業
で

す
。
 
2
0
1
0
年
春
学
期
の
講
座
(
月
例
で
全

5
回
)
の
主
題
が
、
「
国
際
人
新
島
を
つ
く

つ
た
欧
米
体
験
」
で
し
た
。
教
室
の
学
習
内
容

を
実
地
に
体
感
し
よ
う
と
い
う
狙
い
で
す

読
者
の
皆
さ
ま
も
、
そ
の
一
端
を
紙
上
で
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ぱ
、
幸
い
で
す

紀
行
 
1



姜
尚
中

ス
ト
レ
ス
を
、

芸
術
家
が
作
っ

た
世
界
観
を
知

る
こ
と
に
ょ
り
、

解
決
す
る
糸
口

を
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
る
こ

と
が
ア
ー
ト
の

力
の
一
つ
で
あ

る
と
い
う
意
見

が
述
べ
ら
れ
た

そ
し
て
、
ロ
ボ

ツ
ト
演
劇
の
試

み
の
意
義
に
つ

い
て
説
明
が
あ

つ
た
。
佐
野
氏
か
ら

は
、
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
か
現
代

を
生
き
抜
く
詩

人
で
あ
り
、
ポ

ツ
プ
ソ
ン
グ
は

時
代
を
超
え
た

ポ
エ
ト
リ
ー
で

あ
る
と
し
、
優

討

平
田
オ
リ
ザ

れ
た
歌
詞
と
は
、
ー
.
優
し
い
眼
差
し
が
あ
る
の
か
、
 
2
生
存
の
意
識
が

真
剣
に
現
れ
て
い
る
の
か
、
 
3
.
韻
律
(
ビ
ー
ト
)
が
同
時
性
を
持
つ
の
か
、

4
.
自
己
憐
悃
で
な
く
他
者
に
視
点
が
存
在
す
る
詩
で
あ
る
の
か
、
 
5
.
普

遍
性
が
あ
る
の
か
、
 
6
.
音
と
言
葉
と
継
ぎ
目
の
無
い
連
続
性
が
あ
る
か
、

フ
.
共
感
を
集
め
る
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
る
の
か
、
 
8
.
良
い
ユ
ー
モ
ア
の

感
覚
が
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
と
説
明
が
あ

つ
大岡
部
氏
か
ら
は
、
美
術
展
覧
会
の
場
に
お
い
て
、
ア
ー
ト
の
多
様
性
を

通
じ
て
、
社
会
状
況
稔
識
と
ジ
エ
ン
ダ
ー
等
の
理
解
が
可
能
と
な
る
こ

と
が
ア
ー
ト
の
重
要
な
力
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
あ
り
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
の

動
向
を
見
る
と
、
ア
ー
ト
の
社
会
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
社
会
が
ア
ー

ト
に
求
め
る
役
割
の
変
遷
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
「
絶
望
か
ら
ア
ー
ト
が
生
ま
れ
る
こ
と
」

と
い
う
基
調
講
演
で
の
主
張
に
対
し
て
、
自
己
を
追
い
込
み
、
内
面
を
さ

ら
け
出
す
時
に
、
ア
ー
ト
技
法
を
用
い
る
こ
と
に
ょ
り
新
し
い
世
界
観
が

生
ま
れ
る
と
い
う
解
釈
が
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
混
迷
し
た
現
実
が
ア

ー
ト
を
超
え
て
い
く
時
代
の
ア
ー
ト
と
は
何
か
い
う
問
題
提
起
に
対
し
て
、

ア
ー
ト
が
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
な
る
に
ょ
り
、
混
迷
し
た
現
実

に
対
し
て
解
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に
ユ
ー
モ
ア
が
入
る
こ
と
に

よ
り
、
問
題
解
決
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

3
時
問
に
お
よ
ぶ
白
熱
し
た
議
論
に
ょ
っ
て
、
幻
世
紀
の
社
会
に
お
け

る
「
ア
ー
ト
の
力
」
に
関
す
る
理
解
が
深
め
ら
れ
、
盛
況
の
内
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
終
了
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
ょ
っ
て
、
同
志
社
大
学

か
ら
社
会
に
向
け
て
、
討
世
紀
社
会
に
向
け
て
の
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
と

指
針
を
少
し
で
も
尓
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
れ
ぱ
幸
い
で
あ
る

佐
野
元
春

岡
部
あ
お
み


